
数学アドバンストイノベーションプラットフォーム(ＡＩＭａＰ)

 大学等の数学関係の研究機関（数学連携研究拠点）における、諸科学・産業界との共同研究等の取組を加速するとともに、そこ
で得られた成果等を集約し、関係機関のネットワークを通じて横断的に展開することで、数学と諸科学・産業界との連携によるイ
ノベーションの創出を目指す。

 このために、取りまとめ役を担う幹事機関が中心となり、優れた実績・成果や人材を持つ大学等の数学連携研究拠点と諸科学・
産業界とが協働する場を戦略的に設定して共同研究への発展を促すとともに、得られた知見・経験の共有、横断的な展開を図る。

各大学等の優れた取組・成果・今後の提
案等を受けた重点化連携分野の選定

 幹事機関
 各拠点大学等（の知見・提案）

 各拠点大学等の数学者
（当該問題の解決にふさわしい数学者）

【幹事機関を中心とした具体的な取組】

各大学等の活動状況
等をフォローアップ

成功・失敗等の要因
分析、諸科学・産業
界のニーズや共同研
究ノウハウを収集

【幹事機関】
九州大学

(ﾏｽ･ﾌｫｱ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ研究所)

具体的な共同研究
テーマを設定するた
めのワークショップを
開催

共同研究テーマを絞
り込み

重点化連携分野毎に
• 当該分野の学会
• 業界団体の集会

の場等を活用して、
「数学応用セッション」
を開催

数学の有効性を訴求
（応用事例、数理的
手法・理論の紹介等）

大学・企
業の研
究者等
と数学
者の接
触・交流

情報の集約・分析
 諸科学・産業との連携の取組・成果

 各拠点の強み（連携相手分野、数学
的手法等)

重点化連携分野
の選定
（例）
• トポロジーによる材
料物性解明

• 遺伝子ﾈｯﾄﾜｰｸ解析
• 情報ｾｷｭﾘﾃｨ

大学等の数学連携
研究拠点〈※〉

フィードバックフィードバック

諸科学・産業から相
談のあった問題につ
いても、同様に共同
研究への発展支援

参加者

得られた知見・経験を
ネットワークを構成
する各拠点に横断
的に展開

本事業の実施・運営
の改善等に活用

⇒共同研究の開始

〈※〉以下の各機関の数学・数理科学関係研究所・研究科等

北海道大学、東北大学、筑波大学、理化学研究所、統計数理
研究所、明治大学、早稲田大学、東京大学、名古屋大学、
京都大学、大阪大学、広島大学

令和２年度予算額：31,619千円
(令和元年度予算額：31,619千円)

＜統合イノベーション戦略2019（令和元年6月21日閣議決定）＞
○自らの専門分野での数理・データサイエンス・ＡＩの学習・学修を経験できる環境を整備する。
○新たな社会を創造していくために必要な力を育成するため、産学連携や地域連携によるＳＴＥＡＭ教育の推進を図る。
○ＡＩに関する中核研究プログラムを立ち上げ、ＡＩの基盤的・融合的な研究開発を推進する。
＜第5期科学技術基本計画（平成28年1月11日閣議決定）＞
（超スマート社会サービスプラットフォームの構築に必要となる）基盤技術を支える横断的な科学技術として数理科学が挙げられ、各技術の研究開発との連携強化や人材育成の強化に留意しつつ、
その振興を図る。

重点化連携分野への
アプローチ

重点化連携分野との
共同研究の展開

フォローアップと各
拠点への水平展開
／本事業運営への
反映

 幹事機関
 分野毎にふさわしい各拠点大学等

参考資料２－１
科学技術・学術審議会

基礎研究振興部会（第５回）
令和２年１月１７日
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